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No.11 図形と極限

xy平面上の半円 )11(1 2 ≦≦　　 xxy −−= をSとする。 x軸の 10 << x の

部分とSとの両方に接する円の中心が )( ba、 のとき、その円を aC とあらわす。

x軸の 1>x の部分とSとの両方に接する円の中心が )( BA、 のとき、その円を

AC´ と表す。さらに、図に示すように、2つの円 )10( << aC a　 と )1(´ >AC A とが互

いに接しているとする。

(1) bを aの式で表し、 Bを Aの式で表せ。

(2) Aを aの式で表せ。

(3) aC と AC´ の接点におけるこれらの円の共通接線と、 x軸との交点を aP とし、円 AC´ の

中心を aQ とするとき、 aaQP を aの式で表せ。

(4) 線分 aaQP と円 AC´ との交点を aR とするとき、 aaa
RP
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の値を求めよ。 (中央大)

No.12 解けない漸化式の極限と不等式 関数の極限編

すべての自然数 nについて、 10 << na となる数列{ }na が、
4
3

1 =a 、および漸化式
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n を満たしているとする。
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πθθ とおく。 1θ の値を求め、数列{ }nθ の漸化式を導け。

(2) (1)で与えられた数列{ }nθ の一般項を求めよ。

(3) n
n

n
a22lim

∞→
を求めよ。 (関西大)

No.13 解けない漸化式の極限と不等式 分子の有理化編

数列{ }na は ),3,2,1(5361 11 　　　　　　、　 ⋯=+== + naaa nn で与えられているとする。また、

xxxf −+= 536)( とし、 xに関する方程式、 ( ) 0=xf の正の解を aとする。

(1) aの値を求めよ。

(2) すべての正の整数 nについて、 aan≦ であることを証明せよ。

(3) nn aab −= とするとき、すべての正の整数 nについて、 nn bb
3
1

1≦+ であることを証明

せよ。

(4) nn
a

∞→
lim の値を求めよ。 (熊本大)

No.14 解けない漸化式の極限と不等式 まとめ

bは正の実数で、{ }na は、 ba =1 、 ),3,2,1(12 2
1 　　　　　　 ⋯=++=+ nnaa nn で定まる数列

とする。

(1) 1=b のとき、一般項 na を nの式で表せ。

(2) 2=b のとき、 ),3,2,1(2 　　　　　　≦ ⋯=ncnan が成り立つような、 nによらない定数 cが存

在することを証明せよ。

(3) bがどのような正の実数であっても、 1lim 2 =∞→ n
an

n
であることを証明せよ。

(千葉大)


